
タムスさくら病院江戸川 コロナ禍の取り組み 

予約なし、当日ワクチン接種の取り組みで、多くの方に感謝される 

2019年 12月に中国で初めて報告され、瞬く間に全世界に広がった新型コロナウイルス感染症。日本
においては、2020年 1月に国内で初感染者が初めて確認され、4月に安倍首相が最初の緊急事態宣言
を発出。2021年には菅首相のもと 2回目の緊急事態宣言がだされ、5月より 65歳以上の方を対象に
したコロナワクチン接種が開始されました。 

そのような中、タムスグループの病院とクリニックでは、「早くワクチンを受けたい」という市民の声
を受け、いち早く、予約なしでの当日ワクチン接種が受けられるような取り組みを開始しました。 

ワクチン接種会場の１つ、タムスさくら病院江戸川（当時︓東京さくら病院）では、初日約 400人が訪
れ、グループ全体が一丸となり対応にあたりました。グループ内のクリニックと連携することで、打ち
手の確保も解決。その取り組みは多くのメディアにも取り上げられ、注目を浴びました。 

接種を終えたの皆様からも「非常に助かる」「パソコンを使えない高齢者にとって非常にありがたい」
といった感謝の声を数多くいただきました。 

今後もタムスグループは、地域の皆様の「あんしん」を守るため、さまざまな取り組みを行ってまいり
ます。 

 

 

 

 



 

 

 

 


